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文　法　教　材　論
はしがき
新聞などで重要なニュースが少なくなり，そのため，
つまらない記事が多く掲載されるという，いわゆる「夏
枯れ時」のことを英語ではSillyseasonと言うようであ
るが，0Ⅹford系の辞書では“August＆Septemberasthe
timewhenthenewspapersstarttrivialdiscussionsforlack
ofnews”（P．0．D．）のように，どれも，はっきり“August
＆Sqptember”と明記しているのに，研究社「新英和大
辞典」をはじめ，多くの英和辞典がこれを「七・八の
1）
両月」としているの軋一触　どうしてであろうか。
このようなことは，なにも辞書に限ったことではな
い。例えば，2×3＝6というような数式の読み方につ
いては，すでに「英語青年」（Octり1946）で解説されて
おり，その後も『現代英文法講座』（研究社第11巻pp・
77且），『英語教育事典』（研究社p・399），「英語教育」
（大修館Nov．，1962）などで詳しく扱われており，もう
解決済のはずであるのに，
2×4＝8　Twotimesfourequalseight．
－肋gferyOαrg乃〆fgカIp．56
2×6＝12　Sixtimestwoare〔is〕twelve．
－7Ⅵβ入紺ββggfゐゐ研ひIp．61
のように，共に「文部省検定済」の教科書でありなが
ら，このような食い違いを見せている。このような点を
藻がしていけば，更に，いくつかの例を挙げることがで
2）
きるであろうが，本稿では（Momusのようにfaultfinding
が日的ではなく）文法教材における学習指導上の問題点
を指摘し，その改良すべき二，三の点を提案してみたい。
3）
なお，資料として「英語B（作文・文法）」15種（45冊）
を用いた。
Ⅰ
見方ge刀よねJIp．36には，
頼全体の表わし方には，次の3通りがある。
（1）Ahorseisausefulanima1．
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（2）Thehorseisausefulanimal．
（3）Eorsesareusefulanimals．
とあるだけであって，
（1）と（3）は口語，（2）は文語的。日常の英語では，一般
に（3）の複数形が好まれ，（1）がこれに次く小。（2）は，多少
抽象性を帯びた形式で，論文や解説記事などに使うに
適する。従って，「私はネコよりイヌが好きです」は，
次のように言うのが日常語として一番普通である。
4）
Ilikedogsbetterthancats．
というような説明をしている教科書は，全く見られな
い。このように，スタイルについての説明の不足は，す
べての教科書に見られる著しい傾向であって，「作文・文
法」となっていながらも，両者の効果的な結びつきが十
分でない理由の一つは，ここにあると考えられる。
また，4）のような説明があれば，Shefelt侮7刀0g如r（＝
maternaltendernessoraffection）risewithinherl〕reaSt．
を「the十普通名詞＝抽象名詞」という親則（ノ均′工p．40）
を別に設けなくても，（2）は，OfthefruitsoftheyearI
givemyvotetolheorange・（四季の果物の中では，私は
オレソジ〔の持つ味〕に一票を投ずる）という例文から
も理解できるように，theによって同一種属のものの中
からある特定のものを指し示し，それによってその僅属
一般の特性を抽出する。そう考えれば，この用法が更に
進んで，
Thereissomethingofihewomaninhischaracter．
（彼の性格には，どことなく女性的な面がある）
When he first appearedin London，ihe Poei was
ParamOuntinhim．（彼がロンドソに初めて出たとき
は，詩人的な懐向がもっとも強かった）
Hegavelユpthe♪enforihesiage．（彼は文士をやめて
俳優になった）
のように，その種属に属する抽象概念（特性・職能など）
を表わすようになる。このとき普通名詞は抽象名詞に近
5）
くなっている，と説明すれば，より簡単で，有機的に理
解でき，いわゆる普通名詞と抽象名詞との間にも，その
中間的な段階の用捨が，いくつも存在することも理解し
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やすくなる。
このように，スタイルについての言及の乏しさは，
「分詞構分」についても同様で，これについて簡単な注
を加えているのは，
「分詞構文は，口語体には，ふつう用いられない」
（ぷα乃血rdⅢp．25）
「一般に，分詞構文は，書きことばに多く用いられ
る」（㈲roαdI p．40）
「分詞構造＊で始まる文は，文語で多く用いられる」
（ArfI p．58）
の3種だけである。その他は，
l穐Ihing alorlg the street，IsawanaCCident．＝As
〔orl勒ile〕Zwas walhing along the street，Isawan
accident．－風沼訂I p．35
とするだけで，少しも説明を加えていない。そのため
か，「この本の英語はやさしいから読みやすい」の英訳
は，AsthisbookiswritteninplainEnglish，itiseasy
toread・で良いのに，分詞構分を習う　と，すく0月eg乃g
WriiteninplainEnglish，thisbookiseasytoread．という
Stiffな表現が定着し，それがstiffな英文であるのに気
付かない学生が多い。
中学校や高等学校のレベルでは，スタイルについて教
えることは高級すぎる，という考えが，従来，余りにも
強すぎたように患う。その基本的な感覚は，中学校の段
階から具体的なSitlユationの中で養われるべきだと筆者
は考えている。
「私が英語に非常な興味をおぼえるようになったの
は，H・SweetのANewEnglishGrammar（PartI）を
読んだ時であった。それは，英語に，文語と口語とい
うスタイルの差があるということを教えてくれたから
である。」
6）
という西脇順三郎氏の言葉は，この意味から，注目に価
する。
ⅠⅠ
どの教科書も，Hestoppediosmoke．とHestopped
SmOking・の区別はしているけれど，1iketo～と1ike～ing
となると，
工don’tlike57乃0たど乃g・〔一般的な叙述〕
Idon’tlikeわざmOゑgnow．〔特定の場合〕
＊p・58右欄　参照。
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－βefferⅡp．42
のように区別しているもの（4種）。残り（11奄）は，全く
7）
区別をしていない。これもHornby（AGぴ油ねクα独′〃∫
α乃♂こねαがf花助がねゐ§28b）の言うように，
Afterverbsindicating（dis）likeandpreference，the
gerundisusedforgeneralstatements；the to－infini－
tiveispreferredforstatementsaboutaparticularocca－
Sion，eSpeCiallywhen the verbis usedwithwouldor
ぶたロ〟J♂．
Ilikeぶ相加∽Z乃g．
Ishouldnotlike10SWiminthatcoldlake．
Wouldyouliketogoforaswimthis
aftem00n？
という両者の違いには触れるべきであろう。Ilikeわ
SWim・＊Ilikeswimming・のような機械的なPattem
Practiceは，中学校の段階でも避けた方がよい。何故な
ら，不定詞の場合は 上の例文からもわかるように，
“inthatcoldlake”とか“thisafternoon”のような具体
的な状況を示す語句と共に用いられることが普通である
から。
また，動詞tryの場合には，
7birytakesagerund whenit means Eto make an
experiment’，aninfinitivewhenitmeaJIS‘tomakean
attemptJ・
To makealiving，he had tried writing，
painting，andvariousotherthings，buthad
failedinall．Trytokeep perfectlystillfor
a moment．
－R．W．Zandvoort，A助花成00良好助zgJZぶた
Grαmmgr§68
という微妙な意味の差を生ずる。動名詞の場合は，現実
にそういうことを「やってみた」のであり，不定詞の場
合には「しようと努力した」のであって，現実にそうし
たかどうかには触れていない。このような点に目を向け
させてくれるものに，文法蕃だけではなく，Hornt）yな
どの辞書がある。英語を外国語として学ぶ人々のために
作られたもので，語法面についても教えられるところが
多い。例えば，普通，英和辞書では，keep（on）血ingを
ト・・し統ける」としているだけであるが，これでは
不十分であって，
Eeepon－ing，do something at repeated short
長野県短期大学紀要
intervals；rePeatanaCtion，Don’lkeePonasking
路頭品物耶郁琉冊1
〔Note；nOtuSedofastate，butonlyofactivities・
Thus，remainslandingis correct，andke密On
gfα乃成乃gisiIICOrreCt，but如坤の刀ぶね乃df乃g‡ゆ
（i．e．standuprepeatedly）iscorrect・〕
－A．S．Hornby，〟わ∽αffcα乃d劫乃ねCffc
及昭沈痛刀血統触巧y S．Ⅴ．KEEP
ということを知らないために，Ihadtokeeponstanding
alltheway．のような誤りをおかす学生が多い。
語法面における解説の乏しさは，may（＝beallowed
to）の香定形についても言える。これについても，
物isregulaly一ユSedforaskingandgivingpermis－
sion．物noiisusedtodenypermission・
l　物JcO椚ef乃？旅ぶ，プロ〟m即．
物JおrrOぴプロ材pe乃？
ユセ∫，J■（）JJ肌だJ■・
物∫お門′0∽ツのけね0才舶γぴあ？
Ⅳb，プロ乙‘研qJ乃0才．
月云αぶ如d才力β∽gg加わαぴgfゐβ郷Cg如け
α乃如〟rgの′抄才力α才解er乃00〝．
7Ⅵemmαがγα乃∫紺grβ♂摘α如粥咤fgたれ肌
物notisalsoused，informalstyle，instatements
thatarenotanswersordenialsofrequests．
Borrowersmay noi（＝arenOtpermittedto）
ね如0〟fげf如エf∂γαけ∽ロrgがzm如0わロ如
α　α拍乃β．
Foraprohibition（strongerthanadenialofper－
mission）升は昔仁矧ガislユSed．
風炉椚狐相加血km胱ば那店毎ム頭即日mq／♪′0肌
オ如月eα成乃g加Pm．
Inc01loquialstylecanoftenreplacesmay・
Cα乃∫脚力rα5∽わ乃f流離βr乃00乃，∽0がはr？
Cα乃JgOのはα乃dがの′？
肋，ノOZfCα乃’才．
Tb沼が如♂みねノbf加γび如才如r血ZCO〟Jdgo
わ班e Cわ紹桝α．
月詣．わ班βr∫αfdゐeco〟広
ThislユSeOfcanforpermissionshouldt）eaVOided
informalstyle．
Cannotissometimesusedtoexpressaprohibition．
Youcannoi（＝mlユStnOt，arenOtallowedto）
がロブJbo路αJJわ日加かγ烏0〝5〟刀卸3，才加〟gた
プロ〟沼αツあぶ00乃甜gg烏物言．
第23号1968
－A．S∴Homl〕y，AGヱ‘f滋ねアα肋r乃∫
α乃dたαが乃助がねた§115
というような解説を簡単に付けておくのが親切であろ
う。（これについても，解説をしているのほ15種のうち
8）
3饉だけである。）また，その否定形を，
1つしか認めないもの農芸二二‡ 
2つ認めているもの‡還…；；；… 
3つ（CannOtも）認めているもの………2 
というように，その取扱いは，かなりの「ゆれ」を示し
9）
ている。
また，いわゆる第4文型の受動態について鞄たroαd
Ip．41では「Heboughtme a camera・ではA camera
wasboughtmebyhim．という受動態の文だけしかあり
得ない」と注を付けているが，残りの14種のうち3種は
「場合によって」（5ね乃血γ恥「通常」（エね乃幻，「ふつ
う」（且ざぶβ乃如g）「2つの受動態ができる」としているだ
けで，具体例はあげていない。その他の11種は，全く何
の説明もなく2種の受動態をあげているため，無条件で
2通りの受動態が可能であるという錯覚に落ち入りやす
く，misleadingである。
Hornby（Guide§29）は“ThisalternativeconstruCtion
isnotalwayspossible．”と述べ，IndirectObjectを受動態
の主語に持つことのできない動詞として，paSS，read，
sell，Writeなど28個の動詞をあげている。しかし，これ
は，Onions（A乃A血α乃Cgd古刀g掠れ砂地拘§32）が，
Wedonothesitatetosay：‘Themoneywas
senttotheboy，＝Alongletterwaswrittento
him，，blユtSuChsentencesas｛Thel〕OyWaS Sent
themoney，’‘Hewaswrittenalongletter，’are
eitherawkwardorquiteimpossit）le．
としているのに対してEvans（Aヱ）ため乃α丹げCO乃fgm如－
γα叩A7乃erfcα乃こねαggp．357）は，
InG eatBritai theconstruCtionis stillcon－
sideredobjectionAblewhenusedwithcertain
verl⊃S，aSinゐe相即紺γみね乃α拗ねr紺α∫∫β刀α即ち
甜αごねねgrとゆ加古α乃α乃5相打，甜αざくわ乃eα乃言わがガce．
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IntheUnitedStatesitisthoroughlyacceptable，
WithoutrestrictionsOfanykind．
と言っている点から考えて，イギリスとアメリカでは
語法に相違が見られるようである。B．Graver（A血α花Ced
動堵流滋且囁班毎p・9）は，また，態について，
Bearinginmindthatthepassiveisfarmore
COmmOninEnglishthaninotherlanguages，
Studentsmustknowwhe72tOuSeit：theability
toconvertactiveintopassive（andviceversa）is
notsufficient，for，thoughofuseforpractical
purposes，thisprocessisessentiallyanartificial
One・　　　・Thepassiveisnotsimplyan
lO）
equivalentalternativetotheactive．
と述べ，Allen（LivingEnglishSiruciurep．284）も，
Mostsentencesthataregoodintheactive
VOicearejustgrotesquecuriositieswhenput
intothepassivevoice．
と述べているが，これらは学習指導上，留意すべき点で
ある。
ⅠⅠⅠ
以上ⅠとⅠⅠでは，必要と思われる解説の「不足」と
いう点に触れたのであるが，また，「過剰」と考えられ
る記述も多い。
例えば受動態では，
WhodiscoveredAmerica？
BywhomwasAmerica．discovered？
一一「励まfer工p．81
illyourlibrarywithgoodbooks．
etyourlibrarybefilledwithgoodbooks．
－8g的rIp．83
のように，疑問文や命令文の受動態が「例厨」として大
きく扱われているものが多望。リーダーなどで実際にこ
れらの受動態に出くわすことは，比較的少なく，従って，
その取扱いもExerciseの中だけで十分であると思われ
る。この息「教科書」は「参考書」とは違って，網羅
的である必要はないし，また，網羅的であってほいけな
いと患う。そして，Exerciseで扱うときには，スタイル
12）
についての注意がほしい。
過剰という点では，現在時制で，いわゆる「歴史的現
62
在」を取りあげることも，SchooIGrammarのレベルで
は，まず必要ないと考えられる。その息次にあげる
Friesの研究（Aナ乃grfcα乃助gJZ∫ゐGrα∽研α叩．112）は注
目に価する。
Nineofthesefunctionwordswithsubstantives
OCCurVeryfrequently；infact，92．6percentof
th nstancesintheStandardEnglishmaterials
havethefollowlngninewords：
癒……………………………229instances
by…………………・－………．128　J′
for　……‥・……‥・…………333　／′
from　‥……‥・……………．216　　〝
in……………………‥・……573　　〝
Of・‥・………………・・・‥・…‥906　J／
On‥……‥‥‥‥‥・……・・・…‥228　　／／
to……………………………428　　J／
with…・………・…………・・‥164　　〃
Total……・・…・・……‥3，205　／／
教材の選択・配列については，このように統計的デー
タに基づいたり，学習上の難易という立場から，もっと
科学的な考慮が払われるべきであろう。
次に，分詞構文の用法についてその配列を15種の教科
書について調べてみると，
＊　p．58　右欄　参照。
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となっている。一方，Cr釦花の編者の統計によれば，劇・
小説・論説から集められた746例中の用法別比率は次の
13）
通りである。
上の表からもわかるように，分詞構文はその7割以上
が，「付帯状況」を表わしているのに，その用法を全く
示していなかったり，比故的軽い扱いをしているものが
多いのは理解できない。また，実際に使われている分詞
構文を観察すると，分詞が文頭に出ている例よりも，文
末もしくは文中に挿入されているほうがはるかに多いの
に，「例題」としてほ文頭のものが多いのは不適切である。
なお，上の表の「時／理由」からもわかるように，分
詞構文の用法は丁度，色彩の分叛のように，互に重なり
合っていて，どちらともはっきり区別のつけにくいこと
も多い。従って，下の図のように「時」「理由」などの意味
をはっきり示している場合もあるが，それらの意味が弱
まって「付帯状況」を表わしていることも多い。つまり
「付帯状況」とは，このように「意味の未分化の状態」を
言うのであって，これこそ，分詞構文本来の姿であると
言えよう。その意味からも，分詞構文をただ機械的に
When・　・，As・　・などと接続詞を使っ
て書き換えるだけでは不十分（いや不正確）だと言わね
ばならない。そういう睾き換えが不可能であったり，も
しくは書き換えによって原文のニュアソスがそこなわれ
てしまう場合も多いからである。
理
時
第23号1968
次に，教材の配列を代名詞についてみると，
a．1年だけで全部行なってしまうもの……2
bl．1年で一通り行ない，2年で関係代
名詞だげくり返すもの……………………3
b2．1年で一通り行ない，3年で関係代
名詞だけくり返すもの…………………・‥1
b3．1年で関係代名詞以外を行ない，2
年で関係代名詞を行なうもの……………2
cl．1年は人称代名詞と関係代名詞，2
年はその他の代名詞を行なうもの………l
c2．1年は人称代名詞，不定代名詞，関
係代名詞，2年で凝間代名詞（緒示
代名詞としての取扱いなし）を行な
d．代名詞全般を1年，2年でくり返す
e．代名詞全般を1年，2年，3年にわ
たってくり返すもの………………………4
14）
のように多様である。これらも，教材の構造化や学習心
理面からの科学的な研究がもっと行なわれるようになれ
ば，もう少しまとまってくるのではないか。少なく　と
も，a．のような配列は，あまり効果的な配列とは考え
られない。教科書というものは‘和hattoteach”だけで
はなく，“howtoarrange”についても，もっと細かい配
慮がなされるべきである。
Lastbutnotleast－文法用語の問題がある。やは
り，代名詞について眺めてみると，
A：た（～t0－など）の名称
形式主語・‥・‥…・……・…・……・…………‥6
形式上の主語………………………・…・・…2
先行主語・・…‥・………………・・・・…………2
（汐rainedなども含めて）
形式的な主語・・………‥…・…・・……・・・…・・1
名称なし………………・・…・……………‥4
B：mine（など）の名称
独立所有格…・‥‥…・……………………‥・8
所有代名詞‥・‥…．‥‥・……………………‥4
人称代名詞の所有格………………………1
名称なレ・∴………………………………1
取扱いなし…………‥・…・………………・1
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C：mySelf（など）の名称
再帰代名詞………・・………………．……‥．4
ReflexivePrononn　‥‥・……………．．．．．‥1
複合人称代名詞・…・………………………．3
Self－Pronoun・・・‥・………………‥．………2
Self一代名詞　…………・・………・・………‥l
Selfのついた人称代名詞…………………2
複合人称代名詞または再帰代名詞………1
複合人称代名詞またはSef－Pronoun……1
I）：関係代名詞におけるRestrictiveUse，Continuativ。
Useの名称
RestrictiveUse
制限用法…………………………………12
限定用法…………………………………2
原語のまま・・‥……・・…・……‥＝‥・．…．‥l
ContinuativeUse
連続用法…………・……………………‥7
継続用法…・・・・…………………………．．5
継続的用法‥・……………………………1
非制限用法‥‥・…・…・…………………・・1
原語のまま………………………………1
15）
のようである。mi喝mySelfなどについても，いくつか
の名称が用いられており，mySe里こついては，一つの教
科書で二つの名称を用いるなど学習指導を必要以上に痕
項にしている。このようなことはif～WeretO～とif～
46）
Sbould～の名称についても言える。
if～WeretO～
仮定法未来とするもの………………‥・7
仮定法過去とするもの・………‥・・……・3
名称なし………………………・．・………5
if～Sbolユld～
仮定法未来とするもの・・…………・……10
仮定法過去とするもの・……………・・…0
名称なし…………‥・・……‥‥…‥・・・…‥4
「仮定法未来」を設けてないもの…・・・1
このように，同じ文法事項匿ついての名称が教科睾に
よりいろいろと異なっていることは括導上好ましくな
い0また一つの教科書で二つの名称を用いたり，教科書
と参考書で名称が異なっていることなども，学習者にと
っては，かなり大きな心理的な抵抗になっているようで
17）
ある。
64
む　す　び
以上の考察から，文法教材に対して，次のような改良
を望みたい。
1・スタイル（特に，口語体と文語体と）の識別
2・文法事実の有機的な説明
3・生きた（発音，リズムなどの音声面も含めた）語
法の解説
4▼　教材の選択・配列の構造化
5・文法用語の簡素化
つまり，「教材」という立場からすれば，文法体系が
満遍なく扱われていることよりも，英文の理解と表現に
関連の深い事項が重点的に取り上げられ（1，3），それ
らが数えやすく，学びやすく記述されている（2，4，5）
ことが最も必要なことである。文法教材の編集者がこれ
らの点にも留意し，より優れた教材の生れてくることを
期待したい。
IftheteachingofEnglishthroughgrammarhas
failed，therearetworeasonsforit．First，muCh
OfwhathasbeentaughtasEnglishgrammaris
deadwood，Ordogmapassedonbyonegeneration
Ofpedagoguestoanother，Whilesignificantfeatures
Ofthelivinglanguagehavebeenoverlooked．
Secondly，Wehavepaidtoomuchattentionto
knowingascheme，withitdefinitioェ1S，ru1esand
termin0logy；andtoolittletogainingconlrolqf
iheqsiem・WhatthegreatmaJOrityofstudents
WantandneedisnotsomllChtoknowthegram－
maras to speakandwritegrammatically・They
WanttObeabletoworkthemachine，nOtmerelyto
leamadesignofit．
というR・A・Close（古刀〆ねたαぶα励reな花エα〝g〝仔が－
’AdvicetoTeacher’pp・7～8）の発言は，日本の英語
（とくに文法）教育にとって極めてinstruCtiveであると
思われる。
く注〉
1）「新英和大辞典」（1954年版，1960年版），「新簡約英
和辞典」，「新ポケット英和辞典」（1956年阪），「新英和
中辞典」，「エッセソシャル英和辞典」，「新スタソダー
ド英和辞典」
なお「岩牧英和辞典」（新版），「最新コソサイス英和
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脅典」，「カレッジクラウソ英和辞典」，「新ポケット英
和辞典」（1963年版）では「八・九月」としている。
2）「愛知県高等学校英語教育研究会　会誌」（弟4号
1964）pp・44　軋
3）1．TheNewStandardGrammarandComposition
〔葺α乃血γ可
2．TheNewEpochEnglish〔卑och〕
3．MasterYourEnglish〔Masier〕
4．TheWaytoLivingEnglish〔Living］
5．HighroadtoGrammarandComposition
〔月言gかロαd〕
6．TheCrownEnglishGrammarandComposition
〔CrOZ〃可
7．HowtoUseBetterEnglish〔Betier〕
8．TheNewEnglishWay〔TVby〕
9．TheNewWorldEnglishGrammarandCom－
position〔l穐γ柑〕
10．DailyEnglishGrammarandComposition〔Dai－
JJつ
11．EssentialEnglishUsage〔Esseniial〕
12．Ishibashi，sNewArtofPracticalEnglish〔Art〕
13．Up－tO－DateEnglishUsage〔乙砂－ior加ie〕
14．Aoki，sGrammarandComposition〔Aoki〕
15．MyEnglishGrammarandComposition〔殉′〕
以下引用する場合は〔〕内のように略記する。
4），5）江川泰一郎「英文法解説（改訂新版）」（金子書
房1964）§1参照。
6）「英文法研究」（研究社Junり1954）p・35
7）ββ拗γ，加拘′，Arf，Ao烏古
く全く＝としているもの〉
ぷα〝血rd，耳か打力，阿り，l勒rJdの4種。
く何の記述もないもの〉
血お古ねr，エ血刀g　月gかβαd，CrOび乃）Eggg”ごねJ，
こ砂－わ「∂αねの7檻。
8）月なかβα銭こ砂－ねこ加fg，物
一一一　∵∴、∵‥’l一一∴一一
砂OCカ，月7gか8αd，βg加7，かα言か
l′托ひ，Arf
こ砂－わー劇壇卜山南
（肋5如，月砂
10）Graverは同書（p・10）で，次のような興味ある例
をあげている。
Thepassiveisalsousedwhenwewishtomakea
statementsoundimpersonal（perhapswehavesome
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unpleasantstatementtomake）．Amanagermightbe
quitehappytosaythefollowing：
才力α〃edgcgdedねγαねββ〃gり0乃e’ぶぶαα叩．
Hewould，however，prObablyprefertousethe
passiveingivingthefollowinginformation，there－
byimplyingthatheisnotpersonallyresponsible：
乃加古カββ乃ゐcf血dまたαfgかβ叩me’ぶ5αわけぶたαJg
∂ere血cgd如JOββ′Cg乃才．
11）前者は，ぶα乃血rd，砂ocカ，肋5fer，エf〃f乃g，月7gカー
ブOd，劫かβγ，桝ひ，1穐γ姑刀α軸，Egge乃fgα7，4〟，乙砂－わー
かα紬　Ao最の13種。
後者は，葺α乃血rd，軸OCゐ　エね乃g月gゐrOαd　励ま－
fgr，桝叩，肋rJd，こ砂－ね一加ね，Ao扇，物の10檻。
12）共に「文語的」な表現であるのに，命令文の受動
藤については「口語ではあまり用いられない」（昂pOC可，
「文語的である」（阿り）の2種だ牡が注を付け，疑問文
の受動態について触れているのは，全く見られない。
13）7伽CrP∽乃E乃gJf∫カGrα∽∽αγα乃dCO”ゆ0ぶたぬ乃（Tea‾
Cher’sManual）I p．77
14）a．旦匝カ，Aロ烏言
も1．肋ぶfer，加言か，こ砂－わーJαね
b2．エねf乃g
b3．励既成塊」の
Cl．Croび乃
C2．励ffer
d．1繁α乃血rd
e．月g加∂αd Wの′，I勒rJ琉Arf
15）A）・エゐ乃g月gか∂α♂，l物，Arf，AP最，坤
・5ね乃血7′d，l勒rJd
・′鍵ocカ，こ砂－ね「∂αね
●C7■α犯乃
●肋ぶねγ，βgffgr，刀α言わ，励ge乃ffαJ
B）・盈α乃血rd，肋gfer，月言gか∂α♂，βeffer，l物，
刀α言か，こ砂一ね一刀αね，風車
・砂ocあ，C7℃甜花，Eggg乃如7，AO烏f
●lγ0rJd
●エわあ7g
●Arf
C）・Cr0び刀，Eg∫g乃f誠，Arf，こ砂－β「エ厄ね
●月と／′〃・
・段α乃血rd，即PCカ，βα言わ
。肋∫fer，月言gカrOα♂
01勒r揖
・エf〟f乃g，物
●Ao烏f
・勒
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D）RestrictiveUse
O葺α乃ゐrd，ヱ砂OCカ，脆めγ，エわざ乃g，j茄がrOα♂，
CrOび刀，削り，肋rJd，加触Egge花だαJ，こ砂－ね一
刀αfe，物
・A7■ちAoゐZ
●βど／／pJ・
ContinuativeUse
●5gα乃血rd，劾OC鬼，エわざ乃g，lγ如，1穐ブイ銭こ砂－わー
かαge，且少
●ガ擁roα♂，Cr0び乃　βα触β∫5g乃fαJ，Ao扇
●ArJ
●肋ぶfer
●βgfger
16）if～WeretO～
●勧OC丘，エゐオブ7品加均′，β∫∫e乃∠姉Arf，こ砂一わー
刀αね，且砂
●肋∫fg7■，Cr脚光，AO最，
●肋乃血′戊，㈲ク′0α♂，βgffer，田町，l穐rJd
if～Should～
●盈α刀血rd，埠OCカ，肋5お，エg〃才略加古か，
励58如才αJ，A坊と砂－わ「加わ，Ao妨爪卸
●月払カγ0α♂，βefger，1弟ひ，肋rJd
●CrO紺乃
17）「学習困難点と教材の分析」（愛知県科学教育セソク
ー紀要　第25集）参範。
（1968．9．20）
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